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●一般社団法人山梨県一般廃棄物協会

　山梨県一般廃棄物協会（篠原充会長　会員数7
組合）は、5月28日の通常総会の開催に合わせて、
岡本新一氏（山梨中銀経営コンサルティング㈱　
経済調査部部長）を講師に、「コンプライアンスの
基本的な考え方」をテーマに講習会を開催した。
　最近は、企業のコンプライアンス（法令遵守）が

厳しく問われ、企
業の存続を左右
しかねない大きな
事件も発生して
いる。そこで、企
業経営を続けて
いく上で、注意し
なければならない
会社の業務管理
や従業員の意識

改革をどのように進めるのかを理解してもらうため
に、会員企業の経営者を対象に開催した。
　講習会では、「コンプライアス違反はちょっとした
不注意から起こるものであり、法的制裁（罰金等）も
あるが、それ以上に、多額の損害賠償の訴訟になっ
たり、社会から信頼を失うことで取引解除や売上減
少など企業にとって致命的ともいえるダメージを受
けることにもなりかねない。」また、「コンプライアンス
の実践には、ミスや問題を早期に発見し、被害を最
小限に抑える体制づくりが求められる。問題があっ
た場合、隠さずに直ぐに報告・相談するという社員
の意識改革と、些細なことでも情報を迅速に共有で
きる風通しの良い職場づくりが重要である」と身近
なところから意識や組織を改革していくことの重要
性が説明された。
　篠原会長は「我々の仕事は、市町村からの委託

業務や許可業務であることから、社会的な信頼を
維持していくためにも、コンプライアンスへの取り組
みは早急に進めなければならない。社員の意識改
革や風通しの良い職場づくりといった難しくないとこ
ろから進めることの重要性が理解でき、非常に勉強
になった。」と語った。

●甲斐市一般廃棄物協同組合

　甲斐市一般廃棄物協同組合（小椋重光理事長
　組合員4社）は、労働災害に対する備えの観点か
ら、仕事における安全対策や新たに施行された法
律や労働施策に関する知識の習得を目的に、組合
の従業員を対象とした労働安全講習会を開催し、
20名が受講した。
　組合員は、甲斐市から家庭系一般廃棄物の収集
運搬業務を受託しているが、労働災害等が発生し

た場合には
業務に対す
る信頼を欠く
だけでなく、
委託事業自
体の取り消し
や多額の経
済的な損失

などの様々なリスクを抱えており、危険に対する従
業員への日常的な意識付けが重要になっている。
　また、こうした現状に加え、新年度に入り山梨県
内では労災死亡事故が相次いでいることから、廃
棄物の収集運搬業務を行う際の労働災害の防止
について、従業員の安全に対する意識の向上と作
業安全を徹底する講習会となった。
　2時間の講習会では、加藤里美社会保険労務士
から、山梨県の労災発生の現状や、転倒災害防止
対策、災害防止活動、危険予知活動（KY活動）、危
険の見える化（リスクアセスメント）などを学びなが
ら、個人ワーク、4人1組でのグループワークを通じ
て課題討議や意見交換などを行った。また、ストレス
チェック制度など、新たな労働施策と事業所におけ
る対応について説明を受け、項目に基づいての
チェック表による診断も実践した。

　小椋理事長は「我々は、行政から業務受託をして
いることから、労災の状況によっては企業の信頼性
だけでなく、委託事業自体の取り消しなどにつなが
る可能性もあり、労働災害の潜在的な危険に対す
る従業員への日常的な意識付けが重要になってい
る。こうした講習会を継続的に開催して、経営者と
従業員の安全衛生に対する意識を維持していきた
い。」と話していた。

●ログクラフト事業協同組合

　ログクラフト事業協同組合（斉藤友一理事長）で
は、昨年度までの2年間、中央会で実施した「学生
ビジネストライアル事業」を活用し、山梨英和大学
の学生のアイデアを取り入れて、組合が取り扱う「3
坪ログハウス」の販売促進の方法を検討した。
　初年度は3坪ログハウスの活用例や特徴をもとに
効果的な宣伝方法について検討し、学生らが考案

したキャッチコ
ピーなどを使
用して、販売
促進用のパン
フレットを作成
した。ログハウ
スの名称に採
用された「信
玄ログ」は、材

料に県産の杉材を使用していることから、武田信玄
をイメージして名付けられた。キャッチコピーにも武
田信玄の旗印“風林火山”を引用し、風…1週間ほ
どで完成、林…防音効果が高い、火…準防火基準
をクリア、山…18㎝角の無垢材による重量感　と
いった特徴に関連付けた。
　翌年度は、大学の敷地内でのログハウス組み立
て過程をドラマ仕立ての販売促進のオリジナル動
画として制作した。脚本等は専門家のアドバイスを
受けたが、主演から撮影～編集を学生自身が行い、
出来上がった動画はインターネットの動画投稿サイ
トYOUTUBEで「男女7人ログハウス物語」として
検索・閲覧が可能。組合にとって学生からの新鮮な
提案を聞けたことは、ログハウスの魅力の再発見に
もつながり、今後の販路開拓に向けて参考となる有
意義な交流となった。

　組合の販売している3坪ログハウスは、自分で組
み立てるセルフビルドからプロのログビルダーが全
て組み立てるものまで、ユーザーのニーズに応じて
販売している。3坪ログハウスに興味を持たれた方
は、組合のホームページをご覧ください。
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学生が組み立てた3坪ログハウス

学生たちが大学構内でログハウスを製作

研修会の様子

講師の岡本新一氏

講習会には20名が参加した

グループワークでの課題討議


